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本研究の目的は，SQUID による非破壊検査を考古学研究のツールの一つとして提案することで

ある。古代文化における金属材料として銅と錫の合金である青銅は様々な製品に加工され，青銅

器文化なる一時代を築いた主要な材料であった。青銅には不純物として Pb，Fe，Ni，Sb などが含

まれており，それらの分析を通じて作製場所や年代などを比定する研究が行われている[1-3]。	
 

従来，青銅器の不純物分析には原子吸光／発光分析や蛍光Ｘ線分析などが利用されているが，

一部サンプルを採取する場合もあり破壊的な手法であることは否めない。一方、青銅器内に含ま

れる磁性体に着目すれば磁場による非破壊分析にも意味が見出せる可能性がある。例えば，不純

物の量や分布を反映すると思われる残留磁場や渦電流による分析結果を元に比較・分類などがで

きれば製造環境や製錬技術の発達過程などをより詳しく研究できるのではないだろうか。図 1 に

磁場による非破壊検査の考古学的アプローチの概念を示す。	
 

今回，前回の発表で報告した[4]，SQUID	
 gradiometer と XY ステージを組み合わせたシステム

を用いて，青銅器の一つである銅鏡における磁場分布の計測を試みた。計測に使用した SQUID	
 

gradiometer はベースライン 3mm，検出コイル 1.5mm×1.5mm，磁場分解能は約 10fT/√Hz/mm@white

で，銅鏡表面に対して垂直方向の磁場成分を計測し，マッピングを行った。計測した銅鏡は直径

約 82mm，厚さ約 8mm（縁）の中国銅鏡（年代不明）で，計測は表の面から行った。図 2 に計測結

果を示す。比較的大きな磁場パターンが確認され，本手法が銅鏡の磁場分析に利用できる可能性

があることが確認できた。	
 

本研究は科学研究費・挑戦的萌芽研究（246505910）の補助を受けて行われた。	
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